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秋田県立秋田南高等学校同窓会会報
「南 翔」　第75号
題字揮亳
　鈴木　義信 氏（4期・東京支部） 書道家

　同窓会員の皆様には、本校の

教育活動に対して多方面から御

支援をいただいておりますこと

に深く感謝申し上げます。私が

着任して５か月ほどの間に、同

窓会長様をはじめ役員の方々、

一般会員の方々、実にたくさん

の同窓会員が学校を訪れてくださいました。中にはかつ

て私が南高に勤務していた頃に授業や部活動で接した

同窓生もおり、その成長ぶりに目を丸くする場面もあり

ました。また、同窓職員として本校で頑張っている先生

方も学校の中核を担っており頼もしい限りです。創立60

周年を来年度に控え、同窓会の方々の母校への篤い思い

に支えられ、この秋田南高校はいい流れの中にある、そ

う感じております。

　猛暑に見舞われたこの夏を振り返ると、野球部の大活

躍のおかげで熱い夏として記憶されるいい夏となりま

した。同窓会の方々も球場に直接足を運んでくださった

り、電話やメールで声援を寄せていただいたり、おそら

くテレビで応援してくださった方もたくさんいらした

のではないでしょうか。本当にありがとうございまし

た。上級生と下級生が力を合わせ、背伸びをせず、自分

たちらしいプレーに徹する、主体性のあるいいチーム

だと思いました。スタンドで応援する部員たち、マネー

ジャーを含めて、49名の部員が一丸となって勝ち取った

準優勝でした。

　初戦から応援に駆けつけた吹奏楽部、生徒会執行部、

応援委員、有志生徒に加え、準決勝と決勝は高校全学年

と中等部３年生も加わっての応援態勢となりました。新

型コロナのために学校行事等が制限される中において、

詰めかけた同窓生や旧職員も一緒になって応援した経

験は、生徒たちにとって貴重なものでした。加えて、暑さ

に耐えて校旗を持ち続ける生徒の姿、試合終了後にスタ

ンドのゴミを丁寧に拾い消毒作業をする生徒たちの姿、

準決勝を勝ち取って帰校した生徒たちを校門に出迎え

エールを送る生徒たちの姿、そして、それらを取り仕切

る生徒会執行部の生徒たちの姿には、今の子供たちのよ

さ、南高生のよさというものを肌で感じた次第です。

　このような生徒たちの集う学校が、中等部開校６年目

という一つの節目に際して、一層その魅力を増しなが

ら、来年度創立60周年という大きな節目を迎えられるよ

う、職員一同力を合わせてまいります。

　同窓会の皆様におかれましては、今後とも変わらぬ御

指導・御支援のほど、よろしくお願い申し上げます。

秋田県立秋田南高等学校・中等部

校長　伊　藤　雅　和熱い夏への感謝

写真提供　㈱岩田写真　岩田幸久（21期生）

夏の甲子園
秋田大会準Ｖ
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■元祖爆笑王さんら南高関係者3人美郷町を走る

　この夏開催された「東京2020オリンピック」。その約
２カ月前の６月８日からの２日間、秋田県内で聖火リ
レーが行われ14市町村計180人のランナーが聖火をつ
ないだ。
　美郷町の美郷中学校グラウンドに聖火トーチを右手
に現れたのが放送作家の元祖爆笑王こと高橋裕幸さん

（19期）。心配していた雨も上がり笑顔でリレー会場の
スタート地点に
立った。前走者
から聖火を引き
継ぐと会場に集
まった地元の方
達に手を振りな
がら軽快な足取
りでコースを半
周した。
　終了後に話を
聞いてみると、
今回聖火ランナーを務めるにあたりやはり相当に悩ん
だという。しかし、自分の役割はお笑いで秋田を元気に
することであり、コロナ禍の中自分が走ることにより少
しでも秋田を明るくすることにつながればとの思いで
走ることに。また、７月に闘病の末亡くなった父親への
エールの気持ちもあったという。会場ではたくさんの声
援をもらい逆に元気をもらったとも。最後に「南高も来
年60周年。全面協力します」と力強く語ってくれた。
　ところで、元祖爆笑王さんから聖火を引き継いだ人。
見覚えある顔。何と元PTA会長渡部羊三さんでした。さ
らにもう一人、現役1年生の女子生徒も同会場の走者で
した。走者６人中３人が南高関係者。組織委員会の振り
分けによる偶然の結果のようです。

取材：藤原常太（９期）

■「聖火に込めたたくさんの思い　感動と挑戦」　

聖火ランナー 佐藤 彩
サ キ

来（高１・アーチェリー部）
　「オリンピックという大きな舞台に関わるには聖火ラ
ンナーしかない」との強い思いが聖火ランナーに応募す
るきっかけだった。
　幼い頃から空手の道で心身を鍛え技を磨いてきた。多
くの大会で優勝を飾った佐藤彩来さんは、聖火はたくさ
んの思いがつながっていることに心が惹かれた。
　遂に緊張と興奮が入り混じる中、ブラウブリッツ秋田
の岩瀬浩介社長とのトーチキスに始まり、聖火リレーの

大役を果たした。「世界の祭典オリンピックに関われた
ことに何事もやってみることが大切だ」と感動と達成感
を覚えた。
　南高に入学後は空手から少し離れ、アーチェリーに挑
戦している。担任でアーチェリー部顧問の伊藤栄治先生
は「入学した時から聖火ランナーになると聞きびっくり
したが、いつも笑顔で何事にも挑戦していく生徒だ」と
笑顔で話した。
　「いつかは自分が手助けできるよう様々なことに挑戦
していきたい」。礼儀正しいキリリとした姿と笑顔の中
で瞳が輝いていた。

取材：雅樂代昭子（16期）

東京2020聖火リレー

声援に応え走る元祖爆笑王さん

ブラウブリッツ秋田岩瀬社長とトーチキス

聖火リレー終了後
左から元祖爆笑王さん、佐藤彩来さん、渡部羊三さん
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　令和４年度には本校創立60周年を迎えます。６月11日

（金）に本校会議室にて山岡緑三郎同窓会長を会長とし

て第１回実行委員会が開かれました。同窓会、教育振興

会、PTA、学校から、併せて32名が集まり、今後の方向性に

ついて話し合われました。

　ここでは生徒に直接関わる事業として計画されてい

るものについてご報告します。

　記念式典は令和４年10月15日（土）に、この度完成予定

のあきた芸術劇場ミルハスを会場に行います。式典のほ

かに講演や記念曲の演奏を計画しております。記念演奏

では、天野正道氏（11期）に委嘱した記念曲を吹奏楽部の

演奏でご披露したいと考えております。

　音楽以外の芸術分野、また文化的な催しとしては、美

術、書道、写真などの作品展や、ワークショップ等を企画

中です。コロナ禍の中で、どんなことをどんなやり方で

できるか、検討中です。

　また、どこかの場面で60周年のあゆみについての展示

をしたいと考えております。その折にはまた、お力をお

貸し頂きますようお願いいたします。

　スポーツの面では、同時期に60周年を迎える由利工業

高校、大曲工業高校との運動部の三校交流試合を中心に

考えております。時期や会場の選定など、これから調整

して参ります。

　生徒の心を育てる催しとして「ピアサポート研修会」

創立60周年記念事業について

を実施します。ピア

サポートとは耳慣

れない言葉かもし

れませんが、仲間を

支えるという意味

です。仲間と共感

を持ち助け合って

いく、人間関係力、

対人関係のスキル

を養成し、個人の資

質・能力を伸ばすと

ともに、互いに思い

やれる学校環境を

構築する活動です。希望者を募り、日本赤十字秋田看護

大学の齋藤和樹先生をお招きして講義と演習に取り組

みます。中等部、高校の両方から希望者が出ています。

　また、今年度は10月４日（月）に探検家・髙橋大輔氏（21

期）を招いて講演会を行います。全校生徒を対象とし、一

部の学年は教室でリモート参加とするなど、コロナ禍の

今、できる形で実りのある会にするよう進めています。

放課後には希望者と「先輩を囲む会」も開きます。

　どの事業も、多彩な同窓生の皆様の力を借りながら進

めて参ります。生徒の充実した表情をお見せしたいもの

です！今後ともよろしくお願いいたします。

令和３年度秋田南高等学校同窓会＜南翔＞の
総会および南翔の集いは中止となりました

　６月23日秋田ホテルにおいて今年度の南翔理事会が来賓に伊藤雅和新校長をお招きして開催され、
新型コロナウイルス感染拡大の状況を鑑み今年度の総会及び「南翔の集い」中止の苦渋の決断がなさ
れました。
　理事会には23人が出席。会則13条２号の規定に基づき令和３年度事業計画（案）と収支予算（案）、役
員改選等が審議され承認されました。
　新たに関優子氏（総務・12期）が新副会長に選任され副会長６人体制に、鷲谷監事が都合により退任
して加賀谷毅氏（９期）が選任された。山岡会長、沢井・藤原・加藤・七山・畠山副会長、成田・長谷川監事、
宇佐見会計顧問は留任した。
　尚、詳細については来年度総会で報告することにした。
※会員への告知は７月15日付の秋田魁新報掲載の広告、及びHPで行った。

TEL:018(846)0977　FAX:018（846）2469
E-mail:info@fru-ru.jp

ホームページ:http://www.fru-ru.jp

24期E組卒

秋田県立秋田南高等学校・中等部
高校総務部主任　樽 田　雪 子

図書館で開催中、「探検家・髙橋大輔コーナー」
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■ 2021　夏
秋田南高校野球部OB会　会長　富樫　純一（13期）

　昨年前代未聞の甲子園大会中止という夏が終わり、新
チームとなった秋田南高校野球部は、限られた環境の中
工夫をしながら練習を重ね、次第にチームもまとまりを
見せてきた。定評の守備の堅さに加え打撃力がアップ
し、投手陣の強化により試合を作れるチームに育った。
　春季全県大会では、これまで幾度となく苦杯を喫した
昨秋の全県覇者角館高を破りベスト８に進出、夏の大会
のシード権を獲得した。
　二年ぶりに開催された全国高等学校野球選手権秋田
大会では、第７シードとして仁賀保、西目、秋田中央、秋
田商業を熱戦の末退け、2015年以来六年ぶり四度目の
決勝へ進んだ。
　決勝では明桜高校に敗れはしたが、ピンチでも笑顔で
励まし合うなど佐藤海晴主将以下チーム一丸となって
戦う姿は、多くの人に感動を与えた。準優勝は残念でな
らないが、決勝に進んだことの意義は大きい。全国２万
人を超える同窓生を元気づけてくれた。
　厳しい練習を重ね、一つになって最後までプレーでき
たという達成感があっただろう。やり遂げたことに自信
と誇りを持ってほしい。そして、保護者や先生方、学校の
仲間や地域など多くの方々からの励ましや支えがあっ
たということを心に留めて置いていただきたい。
　コロナ禍で明るい話題が少ない中、夢と希望をくれた
ことに選手、監督はじめ関係者に心から感謝したい。
　選手達は最後の一勝を勝ち取るためには何が必要か、
身をもって知ることができたと思う。これを大きな財産
として、確実に次につなげなければならない。夢は最後
まで諦めない者にかなう。厳しい道のりではあるが、皆
で着実に進んでいきたい。そしてその先に必ずや栄冠は
輝く。
　秋田南高校野球部のますますの活躍を心からお祈り
申し上げます。

■ 夏、四度目の挑戦
秋田南高校野球部OB会 特別会員 吉田 一生（13期）

　春夏秋と、スタンドに足を運んで何年になるだろう
か・・・
　24歳で秋田に戻ってきた年から、母校の甲子園出場
を希望に応援が始まり、いつの間にか四十年余りの時が
経ってしまった。
　決勝進出、今年をいれて進出した回数は四度。十年に
一度は決勝に進出したことになる。決して少ない回数で
はない。むしろ多いのではと思う。
　今年も思ったが、母校の決勝戦は少し運が悪い。
　何故か相手チームには秋田県屈指のドラフト指名の
エースが存在した。
　一度目の決勝戦の秋田工業には、巨人２位指名の川邉
投手がいた。
　二度目の決勝戦は秋田商業。あれよあれよの決勝進

甲子園大会秋田予選
出。決勝戦21-4の記録的大敗、でもあっぱれであった。
　三度目の決勝戦も秋田商業。ロッテ３位指名の成田投
手（現役）がいた。
　そして今年四度目の夏、明桜にはドラフト1位候補に
挙がる最速157キロ右腕の風間投手がいた。
　今年のチームは例年のチームと比較して少し違う感
じを受けた。自分が四十年間見てきた中での感覚だが、
特に何という訳ではないが、例年のチームと何か違いを
感じた。絶対的エースがいる訳ではなく、初戦からの勝
ち上がりを見ていても強さや迫力を感じない。感じない
が、エラーの少ない数字に反映されているように、堅実
でまとまりが良く、粘り強くチャンスに強い、今までに
なかったカラーを感じた。
　これをバランスが取れているチームというのか・・・こ
のカラーが今年は違うと感じたのかも知れない。
　三年生は、昨年地区予選が無かった先輩の分の思いを
十分に晴らしてくれた秋田県大会だったと思う。お疲れ
様でした。
　新チームには、夏を経験したエース級投手二人と捕
手、内外野手が残ります。新チーム全員で「この夏の悔し
さを忘れず」三年生から引き継ぐカラー、更にバランス
の取れたチームを作り上げて欲しい。
　今更言う事でもないが「秋田南高校悲願の甲子園出
場」応援した我々も、「この夏の悔しさを忘れず」にスタ
ンドに足を運び続けます。

第103回全国高校野球選手権秋田大会（第７シード）　

▶ 7月11日　2回戦　22-0　7回コールドゲーム　（17安打、本塁打1）

TEAM 1 2 3 4 5 6 7 8 9 R

秋田南 6 0 0 1 0 1 14 ー ー 22

仁賀保 0 0 0 0 0 0 0 ー ー 0

▶7月16日　3回戦　　　6-0　（９安打）　

TEAM 1 2 3 4 5 6 7 8 9 R

西目 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

秋田南 0 0 0 1 1 3 0 1 ✕ 6

▶7月18日　準々決勝　　3ー2　　（6安打）　

TEAM 1 2 3 4 5 6 7 8 9 R

秋田中央 1 0 0 0 0 0 0 1 0 2

秋田南 0 0 0 1 2 0 0 0 ✕ 3

▶7月21日　準決勝　　5-3　　（8安打、本塁打１）　

TEAM 1 2 3 4 5 6 7 8 9 R

秋田南 0 1 0 0 2 2 0 0 0 5

秋田商 0 0 1 0 2 0 0 0 0 3

▶7月23日　決勝　　0-6　　（3安打）　

TEAM 1 2 3 4 5 6 7 8 9 R

明桜 0 0 3 0 0 0 2 0 1 6

秋田南 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

決勝戦 対 明桜高校
熱戦の試合
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決勝戦 対 明桜高校
熱戦の試合
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2019年秋田市にオープンして以来、大人気のフレンチ
レストラン「Sous-sus」。そのオーナーシェフが、38期
卒業の澁谷瑛子さんです。

■フレンチシェフになりたいと思われたきっかけをお
教えください。
　私が子どものころ、毎年お誕生日には地元本荘のレス

トランで、家族で食事を楽しみました。そのときのソー

スのおいしさといったら！美味しいレストランは、家族

の幸せで特別な時間を過ごせるステキな場所だと感じ

ました。

　そのときです。「シェフになりたい・・・」と思ったのは。

■南高では英語科で学ばれていますが、フレンチシェフ
を目指してのことでしょうか？
　はい。フランス語を学びたかったのですが、当時は学

習できる場がなくて。まず、世界の共通語の英語を勉強

しようと、実家の本荘から1時間半もかけて通いました。

　当時担任だった羽深康

之先生には大変お世話に

なり、今でも応援してい

ただいています。開店の

ためにもご尽力いただい

て、かけがえのない恩師

と敬愛しています。

　高校卒業後は、大阪の

辻調理師専門学校に進学

しました。別名、料理界の

東大といわれるだけあっ

て、フランス研修ができ

るのも大きな魅力でし

た。卒業後は現地の二つ

フレンチレストラン

「Sous-sus（スシュ）」

オーナーシェフ

澁谷 瑛子(38期)

フランス修行時代。パリ「ドミニク・ブシェ」にて

Sous-sus外観

星や一つ星のレストラン、東京のフレンチレストランで

働き、技術や知識を磨いてきました。

■「ミシュラン」と並ぶ強い影響力をもつレストランガ
イド誌「ゴ・エ・ミヨ」で、2018年34歳の時に「期待の若
手シェフ賞」を受賞されています。東京で開業するとい
う道もあったと思われますが、秋田でお店を開いた訳は？
　好きな秋田の地で、地元のお客様にフランス料理を構

えずに味わっていただきたい、というのが私の長年の思

いでした。ここで気楽にフレンチを味わっていただい

て、さらにフランス料理の楽しさを発見していただけれ

ば、と思っています。ワインもボトルだけでなく、手軽な

グラス一杯からお楽しみいただけるようにしています。

■今や予約が取れないほどの人気店ですが、これからど
んなことを考えていらっしゃいますか？
　オープンして今年で2年を迎えようとしていますが、

フレンチレストランとしては、まだまだ発展途上です。

私もスタッフたちもレベルアップして、いいレストラン

に育てていきたいと思っています。

　フランス料理を気軽に楽しんでいただける地元に愛

されるレストランになればと願いながら励んでいます。

ぜひ一度お運びください。

杉本　薫（11期）

　　　レストラン情報

　　フレンチレストランSous-sus

　　秋田市大町1-2-40　℡018-853-7614

　　Lunch 11:30～14:00、Dinner 18:00～22:00

　　定休日　第1・3日曜日、月曜日

株式会社

フィデア情報総研
参事 （第14 期Ｉ組卒）金澤 邦雄

執行役員 （第18 期Ｇ組卒）三河 雅則
（第19 期Ｉ組卒）加藤 尚之

データセンタ事業部長

医療福祉部長

民需営業部長

（第19 期Ｉ組卒）菅原 英樹
（第24期D組卒）冨樫 　卓

〒010-0951
018-883-0200 https://www.fir.co.jp/

秋田市山王三丁目４番23号

ＩＣＴの利活用で地方創生に貢献します
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運 動 部 活 動

　　　800ｍ自由形　　　　　３位　金澤　泰子
　　　400ｍメドレーリレー　８位(金澤、五十嵐、斎藤、塚本)
　　　800ｍフリーリレー　　８位 (斎藤、金澤、石川、塚本)
男子　総合４位　
　　　100ｍ平泳ぎ　　　　　４位　柴田　万潤
　　　200ｍ平泳ぎ　　　　　８位　柴田　万潤
　　　50ｍ自由形　　　　　  ５位　齊藤　泰斗
　　　400ｍ自由形　　　　　８位　鈴木　健友
　　　100ｍバタフライ　　　２位　齊藤　泰斗
　　　200ｍ背泳ぎ　　　　　３位　川口　伝央
　　　200ｍ個人メドレー　　４位　佐藤　時絃
　　　400ｍ個人メドレー　　２位　川口　伝央
　　　400ｍフリーリレー　　６位 (齊藤、鈴木、佐藤、川口)
　　　400ｍメドレーリレー　２位 (川口、柴田、齊藤、鈴木)
　　　800ｍフリーリレー　　７位 (鈴木、齊藤、佐藤、川口）
東北高校選手権
陸上競技部
女子　400mリレー　準決勝 ６位（敗退）
　　　（佐藤こなみ、佐々木ののは、相場心、石井月乃）
男子　やり投   ８位　鈴木　錬
レスリング競技　女子47キロ級 １位　鈴木　彩音
水泳部　女子　200mバタフライ ７位　斎藤　琉那
輝け君の汗と涙 北信越総体2021（インターハイ）
剣道部　男子個人　2回戦敗退　東海林　健太
アーチェリー部　女子団体　24位（伊東愛理、保坂優奈、村野ひなた）
レスリング競技　女子47キロ級　1回戦敗退　鈴木　彩音

美術部
第63回秋田県美術展覧会
洋画部門　　　入選　舘洞　百音「origin」
デザイン部門　入選　松橋　理子「青に染まる」
　　　　　　　　　　渡辺　日溜「初夏」
第45回全国高校総合文化祭（紀の国わかやま総文2021）

【美術・工芸】絵画部門　青木　千聖
放送委員会
第62回秋田県高等学校放送コンテスト
アナウンス部門　　　　　優秀賞　小玉　陽香
朗読部門　　　　　　　　入　賞　笛木りのあ
テレビドキュメント部門　優秀賞　「しったげおもしぇ秋田弁」
自然科学部　味覚調査班
サイエンスキャッスル研究「アサヒ飲料賞」　
　「万能調味料の塩味・うま味増強香気成分による減塩効果の
　 研究」
マイクロプラスチック調査班

「海と日本PROJECTマリンチャレンジプログラム2021」
北海道・東北大会
　「猿田川の土壌や水生動物に含まれるマイクロプラスチッ
　 クの研究」　
吹奏楽部
全日本吹奏楽コンクール第63回秋田県大会　金賞
全日本吹奏楽コンクール第64回東北大会　　金賞
　　　　　　　全国大会出場決定 (10/24、名古屋国際会議場)

硬式野球部
第69回春季東北高校野球秋田県大会
準々決勝敗退　0-2 明桜
第103回全国高校野球選手権秋田大会　準優勝（第７シード）
剣道部
第30回全国高等学校剣道選抜大会
男子団体　 ベスト16
第67回県高校総合体育大会（全県総体）
サッカー部　 準々決勝敗退　0-2 秋田商
陸上競技部
女子　100mH  ５位　東海林　舞果
   ６位　相場　心
　　　400m  ３位　石井　月乃
　　　400mH  ８位　髙橋　舞
　　　800m  ７位　佐藤　海帆
　　　400mリレー ３位
　　　(小熊ユミナ、佐々木ののは、相場心、吉田小都子)
　　　1600mリレー ２位
　　　（吉田小都子、吉田真悠子、佐々木ののは、石井月乃）
　　　棒高跳  ７位　三浦　真子
　　　走幅跳  ５位　二階堂　陽依
男子　1500m  ８位　馬場　浩太郎
　　　110mH  ５位　柴田　朗大
　　　やり投  ２位　鈴木　錬
剣道部
女子団体　３位
男子団体　３位
　　個人　２位　東海林　健太
　　　　　５位　小松　大遥
　　優秀選手賞　男子　佐藤　龍之介　　女子　菅原　陽菜
山岳部　 ５位　秋田南Ｂ（長谷川瑠賀、佐藤颯太、小山璃空）
　　　　 ６位　秋田南Ａ　
　　　　　　　　（田村駿介、小松優月、澤木拓夢、平塚和真）
バスケットボール部　男子　ベスト８　55-60 横手
バトミントン部　　　女子学校対抗　ベスト８  0-3 秋田北
　　　　　　　　　　シングルス　　ベスト８  鎌田　璃珠
　　　　　　　　　　ダブルス　　　ベスト16 鎌田・北村組
アーチェリー部　 １位　 伊東　愛理
　　　　　　　　 ２位　 保坂　優奈
　　　　　　　　 ３位　 村野　ひなた
硬式テニス　男子シングルス　ベスト８ 　虻川　優太
レスリング競技　女子47キロ級　１位　鈴木　彩音
水泳部
女子　200m平泳ぎ　　　　　８位　五十嵐　月衣
　　　100mバタフライ　　　４位　斎藤　琉那
　　　200mバタフライ　　　４位　斎藤　琉那　
　　　200ｍ自由形　　　　　７位　石川　美陽
　　　400ｍ自由形　　　　　３位　金澤　泰子

文 化 部 活 動

株式会社 宇佐見経営
税理士　宇佐見　康伸（4･A）
税理士　宇佐見　昇平

TEL（018）832－8045
FAX（018）832－8195
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　最近SDGs（エスディジーズ）という言葉がよ

く聞かれます。日本語では「持続可能な開発目

標」と訳され、国連が採択した世界の宿題とも

いえる目標17個をさします。これまでの経済、

社会、環境のシステムでは、私たち人類は立ち

行かない、という結論から導かれた目標です。

東京2020オリンピックは、スポーツの力で持続可能な社

会の実現に貢献する、と明言しました。SDGsの17の目標

のなかには「ジェンダー平等」があります。性別によって

社会的差別を受けないというものです。東京オリンピッ

ク・パラリンピック組織委員会のトップが女性の橋本聖子

〒010－1437　秋田市仁井田緑町4の1
　　　　　 　  秋田県立秋田南高校内
電　　  話：018－833－7431
同窓会HP：http://www.akitaminami.net/

さんとなり、女性アスリートの参加率は49％とほぼ半数

に上がりました。自分はLGBT（性的マイノリティ）だと表

明して参加する選手は史上最多でした。

　一方、今回の「活躍するOB・OG」では、女性のフレンチ

シェフ澁谷瑛子さんが登場しました。シェフを志した当

時、女性のフレンチシェフは彼女が知るかぎり存在しな

かったといいます。男性も女性も、自分らしく生きられ

る時代が来ますように。　　　　　　　杉本　薫（11期）

■教育振興会会長に佐川日奈子氏（20期）
　５月１日付で８代目教育振興会会長に
佐川日奈子氏が就任した。前会長鈴木力
雄氏は４月末付で退任した。
■南高初！レスリング女子47キロ級　

鈴木彩
アヤネ

音さん(高１)
　授業が終わると脇目も振らず、練習場
の秋田商業高校へ向かう。
　高校生アスリート、鈴木彩音さんは１
年生でインターハイ出場を果たした。父

親がレスリング競技をし
ていた影響で自らレスリ
ングの世界に入ることを
決めた。1日も休まず激し
い練習に明け暮れ、大会
前は極限まで追い込み身
体を絞る。このようにし
て並外れたパワーを身に
つけてきた。
　「技が綺麗に決まった時の快感が忘れ
られない。」と語る彼女の目は鋭く、心の
中まで見透かされているように感じた。
　一方で、彼女は文学女子でもある。作
家・辻村深月のファンで将来は文系の仕

事につくことを目指している。そのため
には英検２級取得を目標に定めている。
　担任の木元先生は、「同じ部活の話題で
盛り上がることがなく、また放課後に友
人とおしゃべりを楽しむことができない
のはかわいそうだが、怪我に気をつけて
頑張ってほしい」と暖かい眼差しを向け
ていた。
　「インターハイでは負けてしまったが、
この経験を必ず生かしたい。スピードと
技に磨きをかけ、３年間レスリングに打
ち込みたい」。この強い決意が一層勇気を
奮い立たせているようだった。

取材：雅樂代昭子（16期）

■マスターズ甲子園
　８月７日から開幕したマスターズ甲子
園秋田県予選。
　秋田県内在住者を中心に20歳～65歳ま
での野球部OB、約30名が結集しました。
　猛暑の中、準優勝で終わった現役の分
までと奮闘したものの鷹巣高校OBに残念
ながら敗退。
　しかし、コロナ禍でOB会も開催できな
い中、先輩や後輩と久々に交流すること
ができ、また若手OBも多数参加してもら
えるなど、大変有意義な時間を過ごしま
した。
　来年こそは、優勝を目指します！

野球部OB　松田　一秀（26期）

秋田市泉北４丁目３番２８号

同窓会よりお願い
日頃より同窓会の皆様には、同窓会活動にご理解ご協力をいただき、誠にありがとうございます。会
報に同封しております同窓会会費の振込用紙ですが、同窓会活動にはこの2000円の会費収入が貴
重な財源となっております。
どうぞ、趣旨ご理解の上、納入をお願いいたします。 南翔HPは　秋田　南翔
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